
☑

☑

☐
☐

環境

☐

☑

☑

☐

☑

＜パートナーシップ＞

☐

☑

☑

☐

☑

☑

☑

☑

☐

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載し
てください。

環境 ・環境問題解決に繋がる地域貢献活動

現場に応じたプランニング提案を実施することに
より地域課題解決に取り組めた。

現場に応じたプランニングの提供
により、地域課題解決に応える。
2023年： 2021 年度比： 20件
増

2023年：20件増
(2021 年度比)

社会

経済

環境
・ICT 、 デジタル化促進 による生産性向上と紙
資源使用量の削減

スキル向上やICT施工率を向上することで紙の
削減にも繋がり目標達成できた。

・測量機端末、３Ｄ施工データ作成
ソフトの使用人材を増やし、施工率
を高めることで生産性向上を目指
すとともに、紙資源 使用量を削減
する。
２０２３年:スキル取得率100%
ICT利用施工率 100%
2023年 紙使用量 20 ％削減
（2021 年度比）

２０２３年:スキル取得
率100%
ICT利用施工率
100%
2023年:紙使用量
20 ％削減
（2021 年度比）

社会

経済

環境 ・本業による資格取得推奨

社員一人ひとりが意識し、資格取得100％の目
標を達成できた。

新たな資格取得へのチャレンジ
2023年：資格取得率： 100%
1人 1 資格以上、全員取得

2023年：資格取得
率： 100%
1人 1 資格以上、全員
取得済み

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する
場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

「安心した街づくりと未来の為に」 地域に根ざした企業としてプラスアルファの心遣いのもと熊本に貢献できるよう
、地域社会、協力企業、行政、金融機関などと連携して持続可能な社会づくりに貢献いたします。

環境 働き方改革の推進
～デジタル化の取り組みを通じて、企業の運営効率と経済性を
向上させ、持続可能なビジネスモデルの実現を目指します。～

①紙の削減：2026年度２０％（202３年度
比）
②WEB会議等のリモート活用：2026年度
100％（2023年度40％）

社会

経済

建設現場のDX推進
～デジタル化を推進し、ICT建機と3次元データの効果的な活
用を通じて、建設現場の品質と効率性の革新を目指します。～

①ＩＣＴ施工による品質の安定/高度化：ICT
建機やＵＡＶ（ドローン）活用率2026年度
100％（2023年度40％）
②事業継続性の強化：事業継続力強化計画
の見直・継続
2026年までに2年毎に見直し（2024年
認定）

社会

経済

環境
環境保護の推進
～建設活動が環境に与える影響を最小限にすることで持続可
能な地域社会の実現を目指します。～

①ＩＣＴ建機の充実：重機台数2026年度2
台（2023年度1台）
②３次元データの活用：３次元データ活用に
よる施工率2026年度80％（2023年度
40％）

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 藤工業株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

『社員が働きやすい職場』であるとともに『事業活動を通して地域貢献する企業』となるよう社員 1 人 1 人がＳＤＧｓ
に取り組み社会貢献いたします。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


